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富山県立山町
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ロ
ン
ド
ン
大
会
前
は
２
度
、
資
金
難

で
世
界
選
手
権
に
出
場
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
。
資
金
捻
出
の
た
め
セ
ミ
ヌ
ー
ド

カ
レ
ン
ダ
ー
を
出
し
た
と
き
は
す
ご
い

バ
ッ
シ
ン
グ
を
受
け
ま
し
た
。
今
も
企

業
へ
の
営
業
や
講
演
活
動
を
し
な
が
ら

競
技
を
続
け
て
い
ま
す
が
、
状
況
は
少

し
ず
つ
良
く
な
っ
て
い
ま
す
。
最
近
は

企
業
と
一
緒
に
社
会
貢
献
活
動
に
も
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
記
録
や
結
果
だ
け

に
価
値
観
を
求
め
て
支
援
し
て
も
ら
う

の
で
は
な
く
、
中
西
麻
耶
と
一
緒
に
や

っ
て
良
か
っ
た
と
思
え
る
イ
ベ
ン
ト
や

啓
発
活
動
を
し
て
い
く
こ
と
で
、
ス
ポ

ー
ツ
が
文
化
と
し
て
も
っ
と
認
知
さ
れ

る
よ
う
に
な
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

か
、
派
手
好
き
だ
と
か
批
判
さ
れ
ま
し

た
。
一
方
で
米
国
人
選
手
は
宿
舎
も
高

級
ホ
テ
ル
で
扱
い
が
手
厚
い
。
私
よ
り

成
績
の
悪
い
選
手
が
優
遇
さ
れ
る
と
い

う
ギ
ャ
ッ
プ
に
も
悩
み
ま
し
た
。

北
京
と
ロ
ン
ド
ン
で
は
メ
ダ
ル
を
逃

し
ま
し
た
が
、
今
年
の
リ
オ
大
会
は
世

界
記
録
で
金
メ
ダ
ル
を
目
標
に
し
て
い

ま
す
。
私
の
ア
ジ
ア
記
録
は
５
㍍

で

世
界
記
録
に
あ
と

㌢
。
昨
年
の
世
界

選
手
権
は
５
位
に
終
わ
り
ま
し
た
が
、

リ
オ
が
目
標
な
の
で
焦
り
は
あ
り
ま
せ

ん
。
そ
し
て

年
東
京
大
会
で
は
６
㍍

ジ
ャ
ン
パ
ー
を
目
指
し
ま
す
。
６
㍍
を

跳
べ
れ
ば
、
健
常
者
と
一
緒
に
競
技
し

て
も
見
劣
り
し
な
い
で
す
か
ら
。

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
正
直
、
な
め
て
い
ま

し
た
。
そ
れ
が
北
京
で
他
国
の
ア
ス
リ

ー
ト
を
見
て
「
あ
っ
競
技
ス
ポ
ー
ツ
だ

っ
た
ん
だ｣

と
実
感
さ
せ
ら
れ
ま
し
た



年
ロ
ン
ド
ン
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は

精
神
的
に
疲
弊
し
て
い
ま
し
た
。
米
国

を
拠
点
に
し
て
世
界
ト
ッ
プ
の
コ
ー
チ

に
学
び
ま
し
た
。
最
初
は
練
習
場
も
分

か
ら
ず
、
英
語
も
う
ま
く
し
ゃ
べ
れ
ず

本
当
に
大
変
で
し
た
。
な
の
に
米
国
に

行
く
の
は
ス
テ
ー
タ
ス
ほ
し
さ
だ
と

生
で
す
の
で
、
自
由
に
休
み
が
取
れ
ま

せ
ん
。
で
も
、
こ
の
恵
ま
れ
な
い
環
境

の
中
で
結
果
を
残
し
た
い
で
す
ね
。
都

会
だ
か
ら
成
功
で
き
る
と
い
う
イ
メ
ー

ジ
を
持
っ
て
い
る
子
ど
も
た
ち
に
、
大

分
で
も
で
き
る
ん
だ
と
い
う
こ
と
を
示

し
た
い
で
す
。


年
９
月
に
仕
事
中
の
事
故
で
右
膝

か
ら
下
を
失
い
ま
し
た
が
、
翌

年
９

月
に
は
陸
上
の
大
会
に
出
場
し
ま
し

た
。
事
故
に
遭
う
ま
で
続
け
て
い
た
ソ

フ
ト
テ
ニ
ス
で
は
、
ど
ん
な
に
苦
し
い

練
習
を
し
て
も
日
本
一
に
な
れ
な
か
っ

た
。
だ
か
ら
初
出
場
し
た

年
北
京
パ

中
西
麻
耶(

)

中
西
麻
耶(

)

中
西
麻
耶(

)

中
西
麻
耶(

)

中
西
麻
耶(

)

中
西
麻
耶(

)

中
西
麻
耶(

)

中
西
麻
耶(

)

中
西

麻
耶(

)

大
分
県
佐
伯
市
を
練
習
拠
点
に
し
て

い
ま
す
。
コ
ー
チ
は
中
学
校
の
教
頭
先

あ
る
。
「
ス
ポ
ー
ツ
観
戦
の

ハ
ー
ド
ル
を
少
し
で
も
下
げ

た
い
。
そ
の
た
め
に
も
私
た

ち
の
持
っ
て
い
る
ス
キ
ル
、

理
念
を
多
く
の
人
に
知
っ
て

も
ら
い
た
い
。
障
害
が
あ
っ

て
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
介
助

が
あ
れ
ば
ス
ポ
ー
ツ
観
戦
は

難
し
く
な
い
。
そ
れ
を
レ
ガ

シ
ー
に
し
た
い
」
。
冨
樫
イ

ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
言
葉
に

力
が
こ
も
っ
た
。

昨
年
の
世
界
ト
ラ
イ
ア
ス

ロ
ン
シ
リ
ー
ズ
横
浜
大
会
で

は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
マ
ニ

ュ
ア
ル
に
「
日
本
ケ
ア
フ
ィ

ッ
ト
共
育
機
構
」
の
作
成
し

た
介
助
の
ポ
イ
ン
ト
が
盛
り

込
ま
れ
た
。
小
、
中
学
校
に

出
向
い
て
、
介
助
体
験
を
通

し
て
お
も
い
や
り
の
心
を
伝

え
る
「
お
も
活
」
に
も
力
を

入
れ
て
い
る
。

年
へ
向
け

て
も
う
１
つ
大
き
な
目
標
が

点
と
な
る
「
リ
レ
ー
シ
ョ
ン

セ
ン
タ
ー
Ｔ
Ａ
Ｓ
Ｋ
Ａ
Ｌ
」

を
各
地
に
設
置
す
る
こ
と
を

目
標
に
し
て
い
る
。
「
今
、

全
国
で

万
人
い
る
サ
ー
ビ

ス
介
助
士
を

年
に
は

万

人
に
し
た
い
。
そ
し
て
、
案

内
誘
導
、
情
報
提
供
な
ど
が

で
き
る
多
機
能
型
イ
ン
フ
ォ

メ
ー
シ
ョ
ン
を
、
導
入
企
業

の
協
力
も
得
て
各
地
に
つ
く

り
た
い｣

と
向
笠
高
弘
理
事


す
。
体
に
重
り
や
白
内
障
ゴ

ー
グ
ル
、
耳
栓
、
関
節
サ
ポ

ー
タ
ー
な
ど
を
つ
け
て
日
常

生
活
を
す
る
。
介
助
技
術
に

加
え
て
、
高
齢
者
や
障
が
い

者
の
不
便
さ
や
負
担
を
体
験

す
る
こ
と
で
、
介
助
の
声
掛

け
な
ど
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
す
」
と
冨
樫
正
義
イ
ン

ス
ト
ラ
ク
タ
ー
は
話
す
。


年
に
向
け
て
サ
ー
ビ
ス

介
助
士
を
増
や
し
、
そ
の
拠

高
齢
者
の
介
助
技
術
を
身
に

付
け
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
ニ

ー
ズ
は
高
く
、
昨
年
は
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
の
五
輪
予

選
の
ほ
か
、
Ｊ
リ
ー
グ
・
東

京
Ｖ
の
ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム
な
ど

に
も
広
が
っ
た
。

資
格
を
取
得
す
る
た
め
の

実
技
教
習
は
２
日
間
。
「
高

齢
者
の
疑
似
体
験
を
し
ま

公
益
財
団
法
人
「
日
本
ケ

ア
フ
ィ
ッ
ト
共
育
機
構｣

は


２
０
１
４
年
か
ら
サ
ー
ビ
ス

介
助
士
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

し
て
ス
ポ
ー
ツ
の
現
場
に
配

置
し
て
い
る
。
障
が
い
者
や

水
が
腐
る
。
冬
は
腐
ら
な
い
。

日
本
の
伝
統
工
芸
は
元
来
、
夏

は
畑
、
冬
に
内
職
と
い
う
サ
イ

ク
ル
。
理
に
か
な
っ
て
る
ん
で

す
」
。
夏
場
は
自
ら
開
墾
し
た

畑
で
コ
ウ
ゾ
や
ト
ロ
ロ
ア
オ
イ

を
育
て
秋
に
収
穫
。
冬
場
は
氷

点
下
の
日
も
あ
る
工
場
で
、
冷

水
を
相
手
に
素
手
で
和
紙
を
す

く
水
も
裏
山
の
川
か
ら
引
き


全
て
富
山
県
産
の
手
作
り
だ
。

発
注
元
が
大
顧
客
で
あ
っ
て

同
月
に
開
業
し
た
北
陸
新
幹

線
の
Ｊ
Ｒ
黒
部
宇
奈
月
温
泉
駅

や
、
新
国
立
競
技
場
の
新
計
画

に
選
ば
れ
た
建
築
家
・
隈
研
吾

氏
が
設
計
し
、
同
年
８
月
に
オ

ー
プ
ン
し
た
「
Ｔ
Ｏ
Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ

キ
ラ
リ
」
の
内
装
も
手
掛
け
、

可
能
性
を
広
げ
て
い
っ
た
。

新
進
気
鋭
な
挑
戦
と
は
裏
腹

に
制
作
工
程
は
地
味
だ
っ
た


和
紙
の
制
作
は
冬
場
の
み
｢

夏

場
に
や
る
と
コ
ウ
ゾ
を
漬
け
た

建
物
の
内
装
な
ど
に
採
用
さ
れ

る
作
品
を
、
地
元
企
業
な
ど
と

開
発
し
て
き
た
。

昨
年
３
月
に
改
修
を
終
え
た

富
山
県
民
会
館
の
ロ
ビ
ー
。
富

山
の
代
名
詞｢

立
山
連
峰｣

を
す

か
し
に
入
れ
た
和
紙
を
横
幅
約


㍍
の
壁
一
面
に
、
高
さ
約
７

㍍
の
柱
に
は
県
木
の
立
山
杉
を

使
っ
た
和
紙
を
貼
り
、
と
も
に

ガ
ラ
ス
で
覆
っ
た
作
品
は
圧
倒

的
な
存
在
感
を
放
っ
て
い
る
。

地
味
な
制
作

地
味
な
制
作

地
味
な
制
作

地
味
な
制
作

地
味
な
制
作

地
味
な
制
作

地
味
な
制
作

地
味
な
制
作

地
味
な
制
作


頭
ほ
ど
の
野
生
の
猿
が
、

雪
積
も
る
野
山
を
駆
け
回
る
。

そ
ん
な
富
山
県
立
山
町
の
一
角

に
、
蛭
谷
和
紙
の
工
場
（
こ
う

ば
）
は
あ
る
。
も
と
も
と
は
同

県
朝
日
町
の
蛭
谷
地
区
に
あ
っ

た
が
、
先
代
の
死
に
よ
り
場
所

を
移
し
た
。
高
齢
化
が
進
む


世
帯
ほ
ど
の
集
落
。
川
原
一
家

は
築
１
０
０
年
近
い
古
民
家
に

移
り
住
み
、
母
屋
の
脇
に
あ
っ

た
倉
を
自
分
で
工
場
に
改
造
し

た
。こ

こ
に
五
輪
を
目
指
す
、
伝

統
と
技
術
と
野
心
が
渦
巻
い
て

い
た
。
便
箋
、
は
が
き
、
障
子

な
ど
に
使
わ
れ
る
和
紙
普
通


金
属
製
の
メ
ダ
ル
に
紙
で
挑
も

う
と
は
思
わ
な
い
。
し
か
し
、

川
原
さ
ん
は
違
っ
た
。
ガ
ラ
ス

で
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
す
る
こ
と
で

魅
力
を
数
段
上
げ
、
モ
ダ
ン
な

経済産業大臣指定品
◆蛭谷和紙 約400年前、現在の滋賀

県東近江市蛭谷地区から、富山県朝日町
に伝承したとされる。その地域も蛭谷と
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も

過
去
に
例
も
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も

過
去
に
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も

過
去
に
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も

過
去
に
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も

過
去
に
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も

過
去
に
例
も

攻
め
の
姿
勢

攻
め
の
姿
勢

攻
め
の
姿
勢

攻
め
の
姿
勢

攻
め
の
姿
勢

攻
め
の
姿
勢

攻
め
の
姿
勢

攻
め
の
姿
勢

も
機
械
は
使
わ
な
い
。
「
立
山

杉
の
和
紙
」
に
は
苦
労
し
た
。

柱
６
本
の
裏
表
分

枚
を
「


㍍
×
８
㍍
」
の
１
枚
和
紙
か
ら

作
り
上
げ
た
。
廃
校
の
駐
車
場

に
巨
大
な
「
簀
（
す
＝
※
和
紙

の
作
り
方
参
照
）
」
を
作
り
、

約

日
間
か
け
て
原
料
を
流
し

込
み
、
天
日
干
し
に
し
た
。
そ

れ
を

等
分
に
切
り
分
け
た
。

杉
の
選
定
か
ら
約
半
年
の
制
作

期
間
だ
っ
た
。

過
去
に
例
も

伝
統
と
革
新
を
融
合
さ
せ
た

先
に
「
五
輪
メ
ダ
ル
」
の
ア
イ

デ
ア
が
あ
る
。
五
輪
憲
章
で
直

径
６
㌢
、
厚
さ
３
㍉
以
上
の
大

き
さ
で
１
、
２
位
の
も
の
は
純

度

・
５
％
の
銀
製
と
決
め
ら

れ
、
１
位
の
メ
ダ
ル
は
６
㌘
以

上
の
純
金
で
金
メ
ッ
キ
を
施
す

必
要
が
あ
る
川
原
さ
ん
は｢

極

薄
の
ガ
ラ
ス
と
金
箔
を
合
わ
せ

る
技
術
は
既
に
あ
る
。
そ
こ
に

和
紙
を
入
れ
て
『
和
』
の
風
合

い
を
出
す
な
ど
、
ア
イ
デ
ア
は

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す｣

と
語
る


和
紙
や
金
箔
に
截
金
（
き
り

か
ね
＝
金
属
箔
を
細
く
切
る
な

ど
し
て
絵
や
文
字
を
書
く
技

術
）
を
活
用
し
、
デ
ザ
イ
ン
す

る
手
法
も
あ
る
。

年
長
野
五

輪
の
「
漆
」
、

年
北
京
五
輪

の
「
翡
翠
（
ひ
す
い
）
」
な
ど

メ
ダ
ル
の
片
面
に
そ
の
国
の
特

産
品
が
施
さ
れ
た
例
も
あ
る
。

攻
め
の
姿
勢

先
細
る
伝
統
工
芸
界
の
現

実
。
「
『
伝
統
を
守
る
』
と
い

う
言
葉
が
よ
く
使
わ
れ
ま
す

が
、
守
る
の
で
は
な
く
、
攻
め

の
姿
勢
で
発
展
さ
せ
た
い
」
と

熱
く
語
っ
た
。
蛭
谷
和
紙
の
継

承
者
は
現
在
１
人
で
「
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
メ
ダ
ル
。
ハ
ー
ド
ル

が
高
い
こ
と
は
分
か
っ
て
い
ま

す
。
で
も
若
者
が
入
っ
て
来
た

い
と
思
え
る
よ
う
な
業
界
に
し

た
い
の
で
挑
戦
し
た
い
」
。
作

業
を
終
え
冷
水
か
ら
引
き
上
げ

た
手
は
熱
を
帯
び
、
真
っ
白
な

湯
気
が
上
が
っ
て
い
た
。

名付けられた。約年前までは120軒ほ
どが蛭谷和紙を作っていたが大火事とな
りその後、米丘ふじさん１人だけが続け
た。それから約年後、ふじさんが病に
倒れた後は夫寅吉さんが歳ごろに継い
だものの、歳で引退。その後、年に
川原さんが継承者となった。年に五箇
山、八尾とともに越中和紙として経済産
業大臣指定伝統的工芸品として認定され
ている。

日
本
各
地
の
伝
統
工
芸
の
産

地
が
２
０
２
０
年
東
京
五
輪
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
へ
の
参
画
で

地
域
活
性
化
に
つ
な
げ
よ
う
と

動
き
始
め
て
い
る
。
そ
の
中
で

も
注
目
が
「
和
紙
メ
ダ
ル
」
。

約
４
０
０
年
の
歴
史
を
持
つ
富

山
県
の
「
蛭
谷
（
び
る
だ
ん
）

和
紙
」
唯
一
の
継
承
者
、
川
原

隆
邦
さ
ん
（

）
が
、
和
紙
と

金
属
箔
（
は
く
）
を
ガ
ラ
ス
で

〝
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
〟
し
、
和
の

趣
を
残
し
つ
つ
「
紙
」
を
メ
ダ

ル
に
す
る
斬
新
な
手
法
で
、
歴

史
に
な
い
五
輪
メ
ダ
ル
を
提
案

す
る
。

【
三
須
一
紀
】

子
入
り
し
、
唯
一
の
継
承
者
と

な
る
。

年
、
パ
リ
の
ジ
ャ
パ

ン
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
に
出
展
、

年
イ

タ
リ
ア
・
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
市
長

に
和
紙
の
市
章
を
献
上
。
家
族

は
陶
芸
家
の
妻
釈
永
陽
さ
ん

（

）
、
大
郎
く
ん
（
２
）
。

血
液
型
Ａ
。

受
け
る
も
入
団
は
か
な
わ
ず
、


年
に
千
葉
に
戻
る
。

年
、

両
親
が
出
身
地
の
富
山
に
戻
る

こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
再
び
富

山
に
移
住
。
「
長
く
で
き
る
仕

事
が
し
た
い
」
と
、
既
に

歳

を
超
え
引
退
し
て
い
た
先
代
の

米
丘
寅
吉
さ
ん
（
故
人
）
に
弟

◆
川
原
隆
邦
（
か
わ
は
ら
・

た
か
く
に
）
１
９
８
１
年
（
昭


）
５
月

日
、
千
葉
県
松
戸

市
生
ま
れ
。

年
に
薬
園
台
高

を
経
て
、
サ
ッ
カ
ー
選
手
を
目

指
し
、
北
信
越
リ
ー
グ
の
ヴ
ァ

リ
エ
ン
テ
富
山
に
入
団
。
そ
の

後
、
京
都
の
Ｊ
Ｆ
Ｌ
チ
ー
ム
を

浄
法
寺
塗

(

岩
手
県
二
戸
市)

メ
ダ
ル

材
料
と
し
て
の
漆
の
原
産

地
で
国
内
シ
ェ
ア
約

％
。

震
災
の
被
災
地
と
し
て
世
界

に
恩
返
し
が
し
た
い
と
、
浄

法
寺
塗
だ
け
で
な
く
県
内
の

南
部
鉄
器
、
世
界
最
古
の
琥

珀
（
こ
は
く
）
と
の
合
作
メ

ダ
ル
を
模
索
し
て
い
る
。

高
岡
銅
器

(

富
山
県
高
岡
市)

新
国
立
競
技
場
の

聖
火
台


年
札
幌
冬
季
五
輪
で
も

聖
火
台
を
制
作
。
他
に
も
選

手
村
の
ベ
ン
チ
、
壁
面
、
看

板
な
ど
何
に
で
も
使
え
る
。

次
回

日
水

加
山
雄
三
セ
ー
リ
ン
グ
応
援
団
長
が
語
る

レ
イ
ア
ウ
ト
北
尾
洋
徳

儴儰

儴
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰

儴儰

儴
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰



◀
招
致
ロ
ゴ
の
島
峰
藍
さ
ん
が
日
刊
の
「
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
特
集
ロ
ゴ
」
を
デ
ザ
イ
ン


年
元
日
か
ら
掲
載
。

年
の
開
幕
ま
で
続
け
る
大
河
連
載
に
ち
な
み
、
襷
（
た
す
き
）
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
各
競
技
の
ピ
ク
ト
グ
ラ
ム
が
力
強
い
日
の
丸
を
表
す
。
紙
面
上
の
帯
も
襷
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
る

◆
五
輪
メ
ダ
リ
ス
ト

◆

田
中
聡
子(

た
な
か･

さ
と
こ
＝

年
ロ
ー
マ
大
会
競
泳
女
子
１
０
０
㍍
背
泳
ぎ
銅)

筑
紫
女
学
園
高
時
代
に
出
場
世
界
記
録
を
持
つ
得
意
の
２
０
０
㍍
は
当
時
五
輪
種
目
に
な
く

１
０
０
㍍
で
挑
ん
で
前
畑
秀
子
以
来
の
メ
ダ
ル
獲
得

年
東
京
五
輪
は
金
を
期
待
さ
れ
た
が
４
位

パ
ラ
陸
上
女
子
走
り
幅
跳
び

Ｔ
･

片
下
腿(

か
た
い)

切
断

ア
ジ
ア
記
録
保
持
者

年７月、ブラインドサッカー
日本選手権の会場に設置された
「リレーションセンターＴＡＳ
ＫＡＬ」（日本ケアフィット共
育機構提供）

木
曽
漆
を
使
用
。
エ
ン
ブ
レ
ム

の
「
ス
ノ
ー
フ
ラ
ワ
ー
」
は
七

宝
焼
で
競
技
種
目
を
描
い
た
。

◆

年
ア
テ
ネ
五
輪


年

ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
五
輪
か
ら
続

い
た
「
座
っ
て
い
る
女
神
」
か

ら
「
立
っ
て
い
る
勝
利
の
女
神

ニ
ケ
」
と
第
１
回
近
代
五
輪
の

開
催
地
「
パ
ナ
シ
ナ
イ
コ
競
技

場
」
の
デ
ザ
イ
ン
に
変
化
。

◆

年
北
京
五
輪

翡
翠

（
ひ
す
い)

が
埋
め
込
ま
れ
た


◆

年
ロ
ン
ド
ン
五
輪

直

径
８
・
５
㌢
、
厚
さ
７
㍉
と
か

な
り
大
き
か
っ
た
。

八
木
一
夫
氏
と
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク

デ
ザ
イ
ナ
ー
田
中
一
光
氏
（
と

も
に
故
人
）
が
デ
ザ
イ
ン
。
鼻

の
よ
う
に
見
え
る
中
央
線
は
ス

キ
ー
の
シ
ュ
プ
ー
ル
を
表
す
。

◆

年
長
野
五
輪

長
野
の

五
輪
メ
ダ
ル
ア
ラ
カ
ル
ト

◆

年
東
京
五
輪

大
蔵
省

造
幣
局
の
小
柴
利
孝
工
芸
官
が

原
型
を
制
作
。
帯
は
西
陣
織
。

◆

年
札
幌
五
輪

陶
芸
家

年東京五輪エンブレムの
すかしを入れた蛭谷和紙


回
超

大
連
載

第

回

カ
ト
ラ
リ
ー

(

新
潟
県
燕
市)

選
手
村
の
食
器

カ
ト
ラ
リ
ー
と
は
ス
プ
ー

ン
フ
ォ
ー
ク
ナ
イ
フ
な
ど

の
金
属
洋
食
器
の
こ
と
で


山
崎
金
属
工
業
製
品
は

年

か
ら
ノ
ー
ベ
ル
賞
晩
さ
ん
会

で
使
わ
れ
て
い
る

同
市
の

国
内
シ
ェ
ア
は
約

％


輪
島
塗

(

石
川
県
輪
島
市)

メ
ダ
ル
ケ
ー
ス

ピ
ン
バ
ッ
ジ


年
洞
爺
湖
サ
ミ
ッ
ト
で

は
各
国
首
脳
の
乾
杯
の
杯
と

し
て
採
用
さ
れ
た
。
選
手
村

で
使
用
す
る
箸
に
も
使
え
る

と
可
能
性
の
幅
は
広
い
。

駿河漆器･蒔絵
ま き え

(静岡市)

メダルケース
世界文化遺産に登録

された「富士山・三保
松原」が売りで、外国
人にも人気。金粉など
を施す蒔絵で、それら
を漆器に描く計画。

東京五輪参画目指す
日本各地の伝統工芸

蛭
谷
和
紙

つ
く
り
方

❶
秋
に
コ
ウ
ゾ
を
収
穫

し
、
干
し
た
も
の
を
使
用

❷
自
作
の
釜
に
ま
き
で
火

を
た
き
コ
ウ
ゾ
を
煮
る

❺
木
槌
（
き
づ
ち
）
で
た

た
き
繊
維
を
砕
く

❾
す
い
た
和
紙
を
「
簀
」

か
ら
は
が
し
、
乾
燥
さ
せ
れ

ば
完
成

❽
「
簀
桁
（
す
け
た
）
」

と
呼
ば
れ
る
器
具
を
使
っ
て

和
紙
を
す
く
。
簀
桁
は
水
の

み
を
下
に
落
と
す
た
め
、
徐

々
に
和
紙
が
出
来
上
が
っ
て

い
く ❼

「
す
き
舟
」
に
水
、
コ

ウ
ゾ
、
ト
ロ
ロ
ア
オ
イ
の
粘

り
を
入
れ
て
混
ぜ
合
わ
せ
る

❻
ト
ロ
ロ
ア
オ
イ
の
と
ろ

み
を
出
す

隈
研
吾
氏
の
建
築
と
コ
ラ
ボ
し
た
Ｔ
Ｏ
Ｙ

Ａ
Ｍ
Ａ
キ
ラ
リ
に
あ
る
和
紙
壁
画(

左
奥)

富
山
県
民
会
館
に
あ
る
「
立
山
連
峰
」
と

「
立
山
杉
」
（
右
）
の
作
品

蛭
谷
和
紙
を
ガ
ラ
ス
で
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
し

た
作
品

金
魚
が
泳
い
で
い
る
よ
う
な
川
原
さ
ん
の

和
紙
作
品

育
成
に
取
り
組
む
民
間
団
体


東
京


東
京


札
幌


札
幌


長
野


長
野


ア
テ
ネ


ア
テ
ネ


北
京


北
京


ロ
ン
ド
ン


ロ
ン
ド
ン

富
山
県
立
山
町


年
の
歴
史

工場前で蛭谷和
紙とガラスの試作品

を手にする川原隆邦さ
ん。後ろは年東京五輪
のエンブレムをすかしに入
れた和紙（撮影・三須一紀）

雰囲気のある工場

び る だんび る だ ん

❸
煮
た
コ
ウ
ゾ
の
樹
皮

（
右
）
を
む
き
、
茶
色
い
表

皮
を
け
ず
り
、
再
び
煮
る

❹
冷
水
に
数
日
か
ら
１
週

間
ほ
ど
つ
け
て
、
あ
く
抜
き
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